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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月21日(2007.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材微粒子の表面に、導電性物質を用いて構成されている粒子状の芯物質を有し、前記
基材微粒子及び前記芯物質がメッキ被膜により被覆されており、前記芯物質が被覆されて
いることによって、前記メッキ被膜の表面が隆起した複数の突起を有することを特徴とす
る、導電性微粒子。
【請求項２】
　前記基材微粒子の表面に存在する前記芯物質の少なくとも８０％以上が、前記基材微粒
子に接触又は前記基材微粒子から５ｎｍ以内の距離に存在することを特徴とする、請求項
１記載の導電性微粒子。
【請求項３】
　前記メッキ被膜の最外側表面が金層であることを特徴とする、請求項１または２に記載
の導電性微粒子。
【請求項４】
　前記芯物質は、少なくとも１種以上の金属を用いて構成されていることを特徴とする、
請求項１～３のいずれか１項に記載の導電性微粒子。
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【請求項５】
　前記基材微粒子は、樹脂微粒子であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項
に記載の導電性微粒子。
【請求項６】
　前記隆起した突起部分の平均高さが、導電性微粒子の平均粒子径の０．５％以上である
ことを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の導電性微粒子。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の導電性微粒子が樹脂バインダーに分散されている
ことを特徴とする、異方性導電材料。
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